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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】寸法が小さく扱い易いパーテーションを提供す
る。
【解決手段】パーテーションは、複数のシート部２０と
、隣接するシート部間に設けられ、隣接するシート部の
うちの一方の他方に対する折り曲げを許容する折曲部３
０と、を備え、少なくとも２つのシート部が折曲部によ
り角度を有して折り曲げられている状態で２つのシート
部が載置面に載置された場合、２つのシート部は折り曲
げられている状態を維持して載置面に対して直立状態を
維持する。
【選択図】図３
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　複数のシート部と、
　隣接するシート部間に設けられ、隣接するシート部のうちの一方の他方に対する折り曲
げを許容する折曲部と、
　を備え、
　少なくとも２つのシート部が前記折曲部により角度を有して折り曲げられている状態に
おいて該２つのシート部が載置面に載置された場合、該２つのシート部は折り曲げられて
いる状態を維持して載置面に対して直立状態を維持する
　ことを特徴とするパーテーション。
【請求項２】
　縦方向長さ及び横方向長さが、それぞれ隣接するシート部が前記折曲部において折り曲
げられることにより、複数のシート部が多重に折り畳まれた状態となり、１つのシート部
の縦方向長さ及び横方向長さと略同一となる
　ことを特徴とする請求項１記載のパーテーション。
【請求項３】
　前記折曲部は、前記シート部材より軟質の軟質部材よりなる
　ことを特徴とする請求項１または請求項２記載のパーテーション。
【請求項４】
　前記折曲部は、前記シート部材と同一素材であり、シート部に対して接着されることに
より、隣接するシート部が前記折曲部を介して連結される
　ことを特徴とする請求項３記載のパーテーション。
【請求項５】
　前記折曲部は切込みであり、１枚のシートに切込みとして前記折曲部が設けられること
により、該１枚のシートが互いに折り曲げ可能な複数のシート部に分割している
　ことを特徴とする請求項１～請求項４のいずれか一項記載のパーテーション。
【請求項６】
　前記折曲部は、複数隣接して設けられる
　ことを特徴とする請求項５記載のパーテーション。
【請求項７】
　前記複数のシート部は互いに分離可能に連結されている
　ことを特徴とする請求項１～請求項５のいずれか一項記載のパーテーション。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この明細書に開示される技術は、人と人との間に設置されるパーテーションに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、会議や商談などの人と人とが対面して会話を行う場合において、人と人との間に
パーテーションを設置し、会話により生じる飛沫を防止する対応がとられており、このよ
うな対応はウイルス等の感染予防に関して極めて高い効果を有している。
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、上述したような設置型のパーテーションは、床等の設置面から少なくと
も人の頭部近傍またはそれ以上の高さのものが一般的であるため、寸法が大きく扱い難い
という問題があった。
【０００４】
　本考案は上述した問題点を解決するためになされたものであり、扱い易いパーテーショ
ンを提供することを目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上述した課題を解決するため、本考案の一態様は、複数のシート部と、隣接するシート
部間に設けられ、隣接するシート部のうちの一方の他方に対する折り曲げを許容する折曲
部と、を備え、少なくとも２つのシート部が前記折曲部により角度を有して折り曲げられ
ている状態において該２つのシート部が載置面に載置された場合、該２つのシート部は折
り曲げられている状態を維持して載置面に対して直立状態を維持することを特徴とする。
【考案の効果】
【０００６】
　本考案によれば、扱い易いパーテーションを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】実施形態に係るパーテーションの平面図である。
【図２】実施形態に係るパーテーションにおけるシート部間に位置する折曲部を示す部分
拡大図である。
【図３】実施形態に係るパーテーションの使用状態を示す平面図である。
【図４】実施形態に係るパーテーションの折畳状態を示す正面図である。
【図５】第１の変形例に係るパーテーションの平面図である。
【図６】第２の変形例に係るパーテーションの平面図である。
【考案を実施するための形態】
【０００８】
　以下、本考案に係る実施形態について図面を参照しつつ説明する。なお、本明細書及び
図面において、実質的に同一の機能を有する構成要素については、同一の符号を付するこ
とにより重複説明を省略する。
【０００９】
　図１は、本実施形態に係るパーテーションの平面図である。なお、図１においてはデス
ク等の載置面上に平置きされた状態が示されており、以後この状態を展開状態として説明
する。図１に示されるように本実施形態に係るパーテーション１は、全体として１枚の矩
形のシートに形成されており、矩形の第１のシート部１０と、第１のシート部１０の略半
分のサイズに形成された第２のシート部２０とをそれぞれ複数有する。
【００１０】
　第１及び第２のシート部１０，２０は、サイズ以外は同一構成のものであり、光透過性
を有する半透明、好ましくは透明の樹脂部材から成る。このような樹脂部材であればどの
ようなものを用いてもよいが、コスト面、加工性を考慮するとポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）
やポリプロピレン（ＰＰ）が用いられるとよい。また後述するパーテーション１の使用状
態において自立を可能とする程度の剛性を有することが好ましく、そのような部材として
は硬質のものを用いることが好ましい。以後、各シート部は硬質ＰＶＣによりなることと
して説明を行う。
【００１１】
　第１のシート部１０は、本実施形態においてはＡ４サイズとなっており、これはパーテ
ーション１が後述する折畳状態となった際に持ち運びや鞄への収容等を容易なものとする
ためである。第１及び第２のシート部１０，２０は、本実施形態においては、４枚の第１
のシート部１０がパーテーション１の長手方向に沿って連結されており、その上部に４枚
の第２のシート部２０が連結されている。これらの連結部分には折曲部３０が設けられ、
即ち各シート部は折曲部３０を介して連結されている。
【００１２】
　図２は、本実施形態に係るパーテーションにおけるシート部間に位置する折曲部を示す
部分拡大図である。折曲部３０は、図２において図中ハッチングで示される接着部３１に
より隣接するシート部と連結されている。接着部３１は、折曲部３０とシート部とを重ね
、当該重ね部分に高周波ウエルダを施すことにより折曲部３０とシート部とが接着される
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ことにより形成される。なお、これに限定するものではなく、熱溶着や接着剤による接着
等により折曲部３０とシート部との接着を実現するようにしてもよい。
【００１３】
　折曲部３０の厚さは第１及び第２のシート部１０，２０より薄く形成されており、各シ
ート部が硬質ＰＶＣよりなる場合は、軟質ＰＶＣよりなることが好ましい。したがってこ
れら各シート部よりも高い可撓性を有して極めて容易な折り曲げが実現できる。例えば１
８０度に折り曲げることも可能となる。また、縦方向の折曲部３０と横方向の折曲部３０
とが直交する部分には、開口３２が設けられており、後述する隣接する各シート部間の折
り曲げを容易にしている。
【００１４】
　図３は、本実施形態に係るパーテーションの使用状態を示す平面図である。ここで示さ
れるパーテーション１は、デスクＤ上に自立している状態が示されている。図３に示され
るように、本実施形態に係るパーテーション１は、長手方向両端に位置する第１のシート
部１０及びその上部の第２のシート部２０を、それぞれ隣接する各シート部に対して折曲
部３０を起点に折り曲げることにより、デスクＤ上に自立した状態（直立状態）を維持す
ることができる。
【００１５】
　本実施形態においては、第１のシート部１０がＡ４サイズ、第２のシート部２０がその
半分のサイズとなっているため、折曲部３０を考慮すると図１に示される展開状態におい
ては７８６ｍｍ×４５６ｍｍのサイズとなっている。したがって、図３に示される使用状
態においては縦方向４５６ｍｍが維持されるため、着座している人の顔前方を容易に覆う
ことができ、横サイズにおいても人の肩幅を容易に超えた状態となる。したがって、使用
状態においてパーテーション１は、会話により生じる飛沫を確実に防止することが可能と
なる。なお、折り曲げ方は適宜であり、例えば平面Ｗ字状に折り曲げて使用することもで
き、様々な環境に応じて自立時の形状を変更することができる。
【００１６】
　図４は、実施形態に係るパーテーションの折畳状態を示す正面図である。図４に示され
るように、本実施形態に係るパーテーション１は、折曲部３０を起点として各シート部を
折り曲げて多重に積層させることにより、図４に示されるようなコンパクトな折畳状態と
することができる。即ち、折畳状態においては、第１のシート部１０のサイズであるＡ４
サイズと略同一のサイズとすることができる。このようなサイズであっても、パーテーシ
ョン１の厚みは５ｍｍ程度に抑えることができるため、持ち運びや鞄への収容、パーテー
ション１の展開や折畳等の扱いが極めて容易である。なお、各シート部がＰＶＣよりなる
ため、例えばアクリルボードと比較して軽量であり、且つ低コストである。
【００１７】
　なお、本実施形態においては、第２のシート部２０は第１のシート部１０の半分のサイ
ズであると説明したが、同一サイズとしてもよく、より大きく又は僅かに小さくしてもよ
いことは言う前もない。同様に第１及び第２のシート部１０，２０の枚数を増加させても
よい。しかしながら、持ち運び等の扱いやすさを考慮すると、各シート部は上述した実施
形態のサイズ及び枚数とすることが好ましい。
【００１８】
（変形例）
　図５は、第１の変形例に係るパーテーションの平面図である。図５に示されるパーテー
ション１Ａは、ポリプロピレンよりなる第１及び第２のシート部１０Ａ，２０Ａをそれぞ
れ複数有し、各シート部間に折曲部３０Ａが設けられて当該折曲部３０Ａを介して各シー
ト部が連結されている。折曲部３０Ａは、折曲部３０とは異なり、一体となっている第１
及び第２シート部１０Ａ，２０Ａ間に筋入れを行うことで切込み（スリット）として設け
られるものであり、即ち各シート部よりも厚さが薄くなっている部分である。したがって
、例えば１枚のポリプロピレンシートに対して切込みとしての折曲部３０Ａを設けること
により、容易にパーテーション１Ａを製造することが可能となる。また、縦方向の折曲部
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３０Ａと横方向の折曲部３０Ａとが直交する部分には、開口３２と同一機能の開口３２Ａ
が形成されている。
【００１９】
　このような構成としても、パーテーション１Ａはパーテーション１と同様に自立状態、
折畳状態となることができ、同一の効果を奏する。ポリプロピレンはヒンジ性が良い素材
であるため、切込みである折曲部３０Ａを起点としてある程度繰り返しの折り曲げがなさ
れたとしても問題はない。このような変形例によれば、パーテーション１と同様の効果を
奏せると共に、材料費、加工費ともに低コスト化を実現できる。
【００２０】
　なお、この変形例においては、第１及び第２のシート部１０Ａ，２０Ａがポリプロピレ
ンよりなると説明した。しかしながらこれに限定するものではなく、どのようなものを用
いてもよいが、硬質プラスチックを用いることが好ましい。また、切込みである折曲部３
０Ａはパーテーション１Ａの一方の面のみに設けてもよいが、その逆面にも設けて表面及
び裏面にそれぞれ折曲部３０Ａが設けられていてもよい。
【００２１】
　また、この変形例においては、第１及び第２のシート部１０Ａ，２０Ａがポリプロピレ
ンよりなると説明した。しかしながらこれに限定するものではなく、どのようなものを用
いてもよいが、硬質プラスチックを用いることが好ましい。また、切込みである折曲部３
０Ａはパーテーション１Ａの一方の面のみに設けてもよいが、その逆面にも設けて表面及
び裏面にそれぞれ折曲部３０Ａが設けられていてもよい。
【００２２】
　また、図５の一点鎖線で示されるように、縦方向に延在する折曲部３０Ａに隣接して複
数の筋入れを行うことで切込みとしての折曲部３０Ｂを設けるようにしてもよい。図５の
例では、パーテーション１Ａの両端近傍に位置する２つの縦方向の折曲部３０Ａのそれぞ
れが、２つの折曲部３０Ｂ間に位置するようにされているが、当然より多くの折曲部３０
Ｂを設けてもよい。このように縦方向の折曲部３０Ａに隣接して折曲部３０Ｂを設けるこ
とにより、当該箇所の折り曲げが容易となり且つその状態の維持をより確実なものとする
ことができ、延いては平面視コ字状といったパーテーション１Ａの自立状態の維持をより
確実なものとすることができる。このような折曲部３０Ｂは、折り曲げの際の反発が強い
ポリプロピレン等のプラスチックを第１及び第２のシート部１０Ａ，２０Ａの素材とした
場合に、特に有効である。
【００２３】
　なお、以上に説明した実施形態及び変形例においては、パーテーション１，１Ａ共に開
口３２，３２Ａが設けられているが、これらの開口はセロハンテープ等のシール部材を張
り付ける等することで容易に閉塞することができ、遮蔽性をより確実なものとすることが
できる。
【００２４】
　また、第１及び第２のシート部は折曲部３０，３０Ａを介して連結されていると説明し
たが、これに限定するものではない。各シート部が個別に分離しており、これらを分離可
能に連結させることでパーテーションを構築するようにしてもよい。例えば、図６に示さ
れるように、１つの第１シート部１０Ａと１つの第２シート部２０Ａとからなる分離シー
ト４０が複数分離可能に連結可能とすることでパーテーション１Ｂを構築してもよい。こ
れら複数の分離リート２０Ｃは、同一形状となっており、それぞれジョイント部として突
起４１と挿通スリット４２が設けられている。本変形例では、分離シート２０Ｃの図中右
側辺部において各シート部に２つの計４つの突起４１が設けられると共に、左端部近傍に
おいて４つの突起４１のそれぞれと短手方向位置（使用状態においては上下方向位置）が
同位置となるように４つの挿通スリット４２が設けられ、突起４１をそれぞれ対応する挿
通スリット４２に挿通することで各分離シート２０Ｃを連結することができる。さらに、
この連結状態は使用状態においても維持することが可能である。この変形例においても、
分離シート２０Ｃを個別に分離して第１及び第２シート部１０Ａ，２０Ａを折り合わせる
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【００２５】
　本考案は、その要旨または主要な特徴から逸脱することなく、他の様々な形で実施する
ことができる。そのため、前述の実施形態は、あらゆる点で単なる例示に過ぎず、限定的
に解釈してはならない。本考案の範囲は、実用新案登録請求の範囲によって示すものであ
って、明細書本文には、何ら拘束されない。更に、実用新案登録請求の範囲の均等範囲に
属する全ての変形、様々な改良、代替および改質は、全て本考案の範囲内のものである。
【符号の説明】
【００２６】
１，１Ａ，１Ｂ　パーテーション
１０　第１のシート部
２０　第２のシート部
３０，３０Ａ，３０Ｂ　折曲部

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】



(7) JP 3231846 U 2021.4.30

【図５】

【図６】

【手続補正書】
【提出日】令和3年2月16日(2021.2.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】実用新案登録請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　複数のシート部と、
　隣接するシート部間に設けられ、隣接するシート部のうちの一方の他方に対する折り曲
げを許容する折曲部と、
　を備え、
　少なくとも２つのシート部が前記折曲部により角度を有して折り曲げられている状態に
おいて該２つのシート部が載置面に載置された場合、該２つのシート部は折り曲げられて
いる状態を維持して載置面に対して直立状態を維持する
　ことを特徴とするパーテーション。
【請求項２】
　縦方向長さ及び横方向長さが、それぞれ隣接するシート部が前記折曲部において折り曲
げられることにより、複数のシート部が多重に折り畳まれた状態となり、１つのシート部
の縦方向長さ及び横方向長さと略同一となる
　ことを特徴とする請求項１記載のパーテーション。
【請求項３】
　前記折曲部は、前記シート部材より軟質の軟質部材よりなる
　ことを特徴とする請求項１または請求項２記載のパーテーション。
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【請求項４】
　前記折曲部は、前記シート部材と同一素材であり、シート部に対して接着されることに
より、隣接するシート部が前記折曲部を介して連結される
　ことを特徴とする請求項３記載のパーテーション。
【請求項５】
　前記折曲部は切込みであり、１枚のシートに切込みとして前記折曲部が設けられること
により、該１枚のシートが互いに折り曲げ可能な複数のシート部に分割している
　ことを特徴とする請求項１～請求項３のいずれか一項記載のパーテーション。
【請求項６】
　前記折曲部は、複数隣接して設けられる
　ことを特徴とする請求項５記載のパーテーション。
【請求項７】
　前記複数のシート部は互いに分離可能に連結されている
　ことを特徴とする請求項１～請求項５のいずれか一項記載のパーテーション。
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